
(57)【要約】

【課題】本発明の目的はトラカール外套管との隙間が小

さくなって気腹用のガスの通りを悪くしたりすることな

く、内視鏡の先端面に付いて溜まった液体の滴を取り除

き、内視鏡手術を円滑に進めることのできる先端キャッ

プ付き内視鏡を提供することである。

【解決手段】本発明は、内視鏡の先端面近傍に吸液・保

液機能のある材質で形成した先端キャップ７を着脱自在

に設けた内視鏡である。

【選択図】　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 先 端 面 近 傍 に 吸 液 ・ 保 液 機 能 の あ る 材 質 で 形 成 し た 先 端 キ ャ ッ プ を 着 脱 自 在 に 設
け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
挿 入 部 の 先 端 部 に 先 端 キ ャ ッ プ を 着 脱 自 在 に 設 け た 内 視 鏡 に お い て 、 上 記 先 端 キ ャ ッ プ を
上 記 先 端 部 に 取 り 付 け た と き 、 上 記 先 端 部 と 上 記 先 端 キ ャ ッ プ の 間 に 形 成 さ れ 、 少 な く と
も 一 部 が 上 記 内 視 鏡 の 先 端 面 近 傍 に お い て 開 口 し 、 液 体 を 取 り 込 め 得 る 隙 間 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
挿 入 部 の 先 端 部 に 先 端 キ ャ ッ プ を 着 脱 自 在 に 設 け た 内 視 鏡 に お い て 、 上 記 先 端 キ ャ ッ プ は
略 円 筒 状 で 軸 方 向 に 切 り 欠 き 部 を 設 け た 弾 性 部 材 で 形 成 し 、 上 記 先 端 部 に 被 せ て 取 り 付 け
る 際 に 上 記 切 り 欠 き 部 が 液 体 を 取 り 込 め る 隙 間 を 生 じ た 状 態 で 開 き 、 上 記 先 端 キ ャ ッ プ が
上 記 先 端 部 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 挿 入 部 の 先 端 部 に 先 端 キ ャ ッ プ を 着 脱 自 在 に 設 け た 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 を 用 い て 外 科 手 術 を 行 な う 際 、 術 部 を 洗 浄 す る と き に 生 理 食 塩 水 や 体 液 が 跳 ね 返 っ
て 内 視 鏡 の 先 端 面 に 付 着 す る こ と が 良 く あ る 。 通 常 、 内 視 鏡 の 先 端 面 に は 体 内 挿 入 時 の 曇
り を 防 止 す る 為 、 曇 り 止 め 剤 が 塗 ら れ る 。 ま た 、 こ の 曇 り 止 め 剤 は 付 着 し た 液 の 濡 れ 性 を
上 げ る 働 き が あ る た め 、 跳 ね 返 っ た 液 体 が 水 滴 と な っ て 内 視 鏡 の 先 端 面 に 付 着 し て 視 界 を
遮 る こ と を 防 止 す る 機 能 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 内 視 鏡 の 先 端 面 に 付 着 し た 液 体 は 重 力 で 広 が り な が ら 下 方 へ 移 動 し 、 内 視 鏡 の 先
端 面 の 最 下 端 部 分 に 溜 ま っ た 状 態 に 留 ま っ て し ま う こ と が あ る 。 こ の 溜 ま っ た 液 体 の 量 が
多 く な っ て く る と 、 観 察 視 野 の 下 方 部 分 の 光 線 が 液 体 越 し に 入 射 し て し ま い 、 観 察 に 支 障
を き た し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 上 記 の 問 題 や 先 端 面 の 洗 浄 の た め に 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の が 提 案 さ れ て い る 。
特 許 文 献 １ の も の は 洗 浄 シ ー ス を 挿 入 部 の 全 長 に わ た り 被 嵌 す る と 共 に 、 洗 浄 シ ー ス の 先
端 に 折 り 返 し 部 を 形 成 し 、 体 液 等 が 洗 浄 シ ー ス の 外 周 を 伝 わ っ て 先 端 開 口 部 内 に 侵 入 す る
こ と を 防 ぐ よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ０ １ ７ １ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 ２ 図 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
特 許 文 献 １ の よ う に 、 洗 浄 シ ー ス を 用 い る の は 効 果 的 で は あ る も の の 、 挿 入 部 全 長 の 外 径
が 太 く な る 。 そ の 結 果 、 ト ラ カ ー ル 外 套 管 と の 隙 間 が 小 さ く な っ て 、 気 腹 用 の ガ ス の 通 り
が 悪 く な る 等 の 不 具 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 例 え ば ト ラ カ ー ル 外 套 管 と の 隙 間 が 小 さ く な っ て 気 腹 用 の ガ ス の 通 り を
悪 く し た り す る こ と な く 、 内 視 鏡 の 先 端 面 に 付 い て 溜 ま っ た 液 体 の 滴 を 取 り 除 き 、 内 視 鏡
手 術 を 円 滑 に 進 め る こ と の で き る 、 先 端 キ ャ ッ プ 付 き 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 内 視 鏡 の 先 端 面 近 傍 に 吸 液 ・ 保 液 機 能 の あ る 材 質 で 形 成 し た 先 端
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キ ャ ッ プ を 着 脱 自 在 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 で あ る 。
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 先 端 キ ャ ッ プ を 着 脱 自 在 に 設 け た 内 視 鏡 に お い
て 、 上 記 先 端 キ ャ ッ プ を 上 記 先 端 部 に 取 り 付 け た と き 、 上 記 先 端 部 と 上 記 先 端 キ ャ ッ プ の
間 に 形 成 さ れ 、 少 な く と も 一 部 が 上 記 内 視 鏡 の 先 端 面 近 傍 に お い て 開 口 し 、 液 体 を 取 り 込
め 得 る 隙 間 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 で あ る 。
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 先 端 キ ャ ッ プ を 着 脱 自 在 に 設 け た 内 視 鏡 に お い
て 、 上 記 先 端 キ ャ ッ プ は 略 円 筒 状 で 軸 方 向 に 切 り 欠 き 部 を 設 け た 弾 性 部 材 で 形 成 し 、 上 記
先 端 部 に 被 せ て 取 り 付 け る 際 に 上 記 切 り 欠 き 部 が 液 体 を 取 り 込 め る 隙 間 を 生 じ た 状 態 で 開
き 、 上 記 先 端 キ ャ ッ プ が 上 記 先 端 部 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
図 １ 乃 至 図 ３ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ は 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 １ を 示 し 、 こ の 先 端 部 １ の 先 端 面 ２ に は 対 物 カ バ ー
ガ ラ ス ３ と 照 明 光 出 射 部 ４ が 、 先 端 部 １ に お け る 外 装 チ ュ ー ブ ５ の 端 面 と 略 同 一 平 面 に な
る よ う に 設 け ら れ て い る 。 先 端 面 ２ に は 曇 り 止 め 剤 を 塗 布 し て あ る 。 こ の た め 、 こ の ま ま
で は 先 端 面 ２ や 外 装 チ ュ ー ブ ５ の 外 表 面 に 付 着 し た 液 体 は 重 力 に よ り 容 易 に 最 下 端 付 近 に
集 ま り 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 液 体 が 滴 ６ と な っ て 溜 り 、 こ れ が 対 物 カ バ ー ガ ラ ス ３
を 通 じ て の 視 界 を 遮 り 、 観 察 に 支 障 を き た す 虞 が あ る 。 図 ２ は そ の 滴 ６ の 様 子 を 先 端 部 １
の 横 か ら 見 た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 先 端 部 １ に は 先 端 キ ャ ッ プ ７ が 直 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 。 先 端 キ ャ ッ プ ７ は 吸 水 ・ 保 水
能 力 の 高 い 材 料 、 例 え ば 、 Ｐ Ｖ Ａ （ ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル ） 製 の い わ ゆ る ス ポ ン ジ 様 発 泡
材 や Ｐ Ｕ （ ポ リ ウ レ タ ン ） 製 の い わ ゆ る ス ポ ン ジ 様 の 発 泡 材 で 形 成 さ れ る と 共 に 図 ３ に 示
す よ う に 円 筒 状 の 部 材 と し て あ る 。 先 端 部 １ に 装 着 す る 前 の フ リ ー の 状 態 で の 、 先 端 キ ャ
ッ プ ７ の 内 径 は 挿 入 部 に お け る 先 端 部 １ の 外 装 チ ュ ー ブ ５ の 外 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 本 実 施 形 態 の 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 使 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 予 め 滅 菌 し た
内 視 鏡 と 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 用 意 す る 。 そ し て 、 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 生 理 食 塩 水 に 漬 け て 十 分
柔 ら か く し 、 余 分 な 水 分 を よ く 絞 り 落 と し 、 そ し て 、 内 径 を 広 げ な が ら 先 端 部 １ に 嵌 め 込
み 、 内 視 鏡 の 先 端 面 ２ と 先 端 キ ャ ッ プ ７ の 先 端 が 図 ４ に 示 す よ う に 略 同 一 平 面 に な る 位 置
に 装 着 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
内 視 鏡 の 先 端 部 １ に 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 装 着 し て 使 用 し た 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に 先 端 面 ２
に 付 着 し た 液 体 が 滴 ６ と な っ て 下 部 に 集 ま る と 、 大 き な 滴 ６ を 生 成 す る 前 に 吸 水 ・ 保 水 機
能 の あ る 先 端 キ ャ ッ プ ７ に 触 れ 、 毛 細 管 現 象 に よ り 先 端 キ ャ ッ プ ７ に 吸 収 し 、 液 体 を 取 り
込 め る 。 ま た 、 液 体 が 飛 び 散 る 等 に よ っ て 先 端 キ ャ ッ プ ７ に 直 接 に 着 い た 液 体 は そ の ま ま
先 端 キ ャ ッ プ ７ に 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
先 端 キ ャ ッ プ ７ へ の 吸 収 量 が 増 え 、 先 端 キ ャ ッ プ ７ の 吸 収 能 力 が 限 界 に な り 、 滴 ６ が 出 来
て し ま い 、 観 察 に 支 障 を 来 た す 状 況 に な っ た と き は 内 視 鏡 を 体 内 か ら 抜 い て 先 端 キ ャ ッ プ
７ を 内 視 鏡 に 付 け た ま ま 絞 っ て 液 体 を 排 出 す る と 、 先 端 キ ャ ッ プ ７ は 吸 収 力 が 回 復 し 、 液
体 を 吸 収 で き る よ う に な り 、 そ の ま ま 体 内 に 挿 入 し て 使 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 実 施 形 態 の 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 使 用 す れ ば 、 挿 入 部 先 端 に 溜 ま っ て 観 察 に 支 障 を き た す 滴
６ を 大 き く な る 前 に 先 端 キ ャ ッ プ ７ に 吸 収 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 を 体 内 か ら 取 り 出 し て
先 端 を 拭 く 作 業 が ほ と ん ど 無 く な り 、 手 術 時 間 の 短 縮 が 図 れ 、 観 察 が 途 切 れ な い こ と に よ
り 作 業 性 の 向 上 が 見 込 め る 。 ま た 、 挿 入 部 の ト ラ カ ー ル 外 套 管 に 入 る 部 分 の 外 径 を 太 く し
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な い で 済 む の で 、 気 腹 ガ ス の 流 量 に も 何 ら 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に つ い て 図 ５ 乃 至 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 実 施 形 態 の 先 端 キ ャ ッ プ ７ は 第 １ 実 施 形 態 の 先 端 キ ャ ッ プ ７ の 先 端 側 端 縁 を 図 ５ に 示 す
よ う に 一 部 切 り 欠 い て な る 切 り 欠 き 部 ８ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 先 端 キ ャ ッ プ ７ に 適 合 す る 内 視 鏡 の 先 端 部 １ は 図 ６ に 示 す よ う に 外 径 を 細 く し た 細 径
部 ９ を 設 け 、 こ の 細 径 部 ９ の 長 さ は 上 記 先 端 キ ャ ッ プ ７ の 円 筒 部 分 の 長 さ に 略 等 し く な っ
て い る 。 細 径 部 ９ の 先 端 に は 先 端 キ ャ ッ プ ７ の 切 り 欠 き 部 ８ に 嵌 り 合 う フ ラ ン ジ 部 １ ０ が
設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 フ ラ ン ジ 部 １ ０ の 円 周 方 向 の 長 さ ・ 軸 方 向 の 長 さ 及 び 位 置 は
先 端 キ ャ ッ プ ７ の 切 り 欠 き 部 ８ に 略 等 し く 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 先 端 部 １ の フ ラ ン ジ 部 １ ０ の 外 径 は 上 記 細 径 部 ９ 以 外 の 先 端 部 １ の 部 分 と 同 じ 外 径
で あ る 。 フ ラ ン ジ 部 １ ０ が な い 先 端 部 分 は 細 径 部 ９ と 同 じ 径 で 連 な っ て 同 一 円 周 面 状 を 成
し て い る 。 先 端 キ ャ ッ プ ７ の 内 径 は 細 径 部 ９ の 外 径 と 等 し い か 僅 か に 小 さ く 形 成 し て あ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 本 実 施 形 態 の 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 使 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 予 め 滅 菌 し た
内 視 鏡 と 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 用 意 す る 。 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 生 理 食 塩 水 に 漬 け て 十 分 に 柔 ら か
く し 、 余 分 な 水 分 を よ く 絞 り 出 し て か ら 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 広 げ な が ら 内 視 鏡 の 細 径 部 ９ に
被 せ 、 図 ７ に 示 す よ う に 切 り 欠 き 部 ８ が フ ラ ン ジ 部 １ ０ に 嵌 り 込 む よ う に 位 置 決 め 装 着 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ７ は 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 先 端 部 １ に 装 着 し た と こ ろ を 横 か ら 見 た 図 で あ る 。 先 端 面 ２ に 付
着 し た 液 体 が 集 ま り 、 滴 ６ と な っ た と き 、 そ の 滴 ６ が 先 端 キ ャ ッ プ ７ に 触 れ る と 、 毛 細 管
現 象 に よ り 先 端 キ ャ ッ プ ７ に 吸 収 さ れ る 。 ま た 、 先 端 キ ャ ッ プ ７ に 直 に 飛 び か か っ た 液 体
は そ の ま ま 先 端 キ ャ ッ プ ７ に 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 内 視 鏡 の 使 用 中 に 先 端 キ ャ ッ プ ７ へ の 吸 収 量 が 増 え 、 先 端 キ ャ ッ プ ７ の 吸 収 能 力
が 限 界 に な り 、 滴 ６ が 出 来 て し ま い 、 観 察 に 支 障 を 来 た す よ う に な っ た と き は 内 視 鏡 を 体
内 か ら 抜 い て 先 端 キ ャ ッ プ ７ を 内 視 鏡 に 付 け た ま ま 絞 っ て 液 体 を 排 出 す る と 、 先 端 キ ャ ッ
プ ７ の 吸 収 力 が 回 復 し 、 再 び 液 体 を 吸 収 で き る よ う に な り 、 体 内 に 挿 入 し て 使 う こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の 効 果 に 加 え 、 先 端 キ ャ ッ プ ７ が 細 径 部 ９ に
嵌 り 込 ん で い る た め 、 ト ラ カ ー ル 外 套 管 へ の 挿 脱 時 等 に も 軸 方 向 に ず れ に く い の で 、 安 定
的 に 液 体 を 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 第 ３ 実 施 形 態 ）
本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に つ い て 図 ８ 乃 至 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 形 態 で は 硬 性 内 視 鏡 （ 以 下 、 硬 性 鏡 と 呼 ぶ ） の 例 で あ り 、 図 ８ は 患 者 体 腔 内 に 挿 入
さ れ る 挿 入 部 の 先 端 部 １ １ 付 近 の み を 示 し て い る 。 図 ８ に 示 す よ う に 挿 入 部 の 先 端 部 １ １
に は 斜 め の 端 面 １ ２ が 形 成 さ れ 、 こ の 端 面 １ ２ に は 対 物 カ バ ー ガ ラ ス １ ３ と 照 明 光 出 射 部
１ ４ が 先 端 部 １ １ に お け る 外 装 チ ュ ー ブ １ ５ の 端 面 と 略 同 一 平 面 に な る よ う に 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ８ に 示 す よ う に 上 記 先 端 部 １ １ に は 外 装 チ ュ ー ブ １ ５ の 外 周 部 分 の 外 径 を 細 く し て 形 成
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し た 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ は 他 の 挿 入
部 の 部 分 よ り も 細 い 外 径 と な る よ う に 形 成 さ れ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部
１ ６ の 基 端 に は 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 取 付 け 位 置 を 決 め る 段 差 １ ８ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ の 外 周 の 一 部 に は 図 ８ に 示 す 如 く 連 接 環 状 溝 部 １ ９ が 形 成
さ れ て い る 。 連 接 環 状 溝 部 １ ９ の 山 径 と 谷 径 は そ れ ぞ れ 後 述 す る 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 連 接
環 状 突 起 部 ２ ２ の 谷 径 と 山 径 と 略 嵌 合 す る 寸 法 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ は 図 ９ に 示 す よ う に 、 弾 性 を も っ た 樹 脂 系 の 素 材 、 例 え ば シ リ コ ン
ゴ ム な ど で 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 全 長 は 硬 性 鏡 の 位 置 決 め 用 段 差 １
８ に 対 し 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 硬 性 鏡 挿 入 側 端 面 ２ ０ が 当 接 し 、 こ の 際 に 先 端 キ ャ ッ プ １ ７
の 硬 性 鏡 先 端 側 端 面 ２ １ が 硬 性 鏡 の 端 面 １ ２ と 略 同 一 平 面 に な る よ う な 長 さ に 設 定 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 内 面 は 硬 性 鏡 の 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ の 外 径 と 略 嵌 合 す る 内
径 で 形 成 さ れ て お り 、 そ の 中 間 部 に は 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ の 連 接 環 状 溝 部 １ ９ と 相 応
す る 位 置 に そ の 連 接 環 状 溝 部 １ ９ の 山 径 や 谷 径 と 略 嵌 合 す る 寸 法 を 有 す る 連 接 環 状 突 起 部
２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 外 径 は 硬 性 鏡 挿 入 部 の 外 径 と 略 同 一 以 下 か あ
る い は 多 少 大 き な 寸 法 で あ っ て も 硬 性 鏡 の 挿 入 部 の 外 径 値 を 組 合 わ せ 対 象 と し た ト ラ カ ー
ル の 内 径 を 通 過 可 能 な 外 径 に 抑 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 形 態 の 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ を 使 用 す る 場 合 に は ま ず 、 硬 性 鏡 の 挿 入 部 を 患 者 体 腔 内 に
挿 入 す る 前 に 硬 性 鏡 の 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ に 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ を 硬 性 鏡 挿 入 側 端 面 ２
０ が 位 置 決 め 用 段 差 １ ８ に 当 接 す る ま で 押 し 込 み 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 先 端 キ ャ ッ プ １ ７
を 挿 入 部 の 先 端 部 １ １ に 装 着 す る 。 こ の 際 、 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ は 弾 性 材 で 形 成 さ れ て い る
た め 、 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 内 径 の 連 接 環 状 突 起 部 ２ ２ は 押 し 広 げ ら れ な が ら 硬 性 鏡 の 先 端
キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ の 外 周 に 設 け た 連 接 環 状 溝 部 １ ９ 内 に 嵌 め 込 ま れ て い く 。 連 接 環 状 溝
部 １ ９ に 接 環 状 突 起 部 ２ ２ が 係 合 し 、 先 端 部 １ １ に 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ を 係 着 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
患 者 の 体 腔 内 に 硬 性 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入 し て 観 察 す る こ と に よ り 処 置 を 開 始 す る 。 観 察 中 、
電 気 メ ス や 超 音 波 処 置 具 に よ る 飛 沫 が 対 物 カ バ ー ガ ラ ス １ ３ に 付 着 す る 場 合 が あ る 。 ま た
、 患 者 の 体 腔 内 は 体 温 に よ り 暖 か く 、 湿 度 も 高 い の で 硬 性 鏡 の 挿 入 部 や 対 物 カ バ ー ガ ラ ス
１ ３ の 表 面 に 滴 が 付 着 す る こ と も あ る 。 こ の よ う な 状 態 の ま ま 、 観 察 を 続 行 す る と 重 力 に
よ り 挿 入 部 の 一 番 下 方 の 部 分 、 即 ち 観 察 視 野 の 下 方 に 雫 と な っ て 溜 ま る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
し か し な が ら 、 そ の 際 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 硬 性 鏡 先 端 側 端 面 ２ １
が 硬 性 鏡 の 端 面 １ ２ と 略 同 一 平 面 に あ る こ と で 、 こ の 雫 は 毛 細 管 現 象 に よ り 先 端 キ ャ ッ プ
１ ７ と 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ の 隙 間 ２ ３ に 吸 い 上 げ ら れ る 。 ま た 、 対 物 カ バ ー ガ ラ ス １
３ 上 に 付 着 し た 滴 は 観 察 の 支 障 と な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 実 施 形 態 で は 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 端 面 と 硬 性 鏡 の 端 面 が 略 同 一 面 に あ る た め 、 先 端 キ ャ
ッ プ １ ７ と 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ の 隙 間 ２ ３ に 毛 細 管 現 象 に よ り 硬 性 鏡 先 端 に 付 着 し た
水 滴 を 確 実 に 吸 い 込 み 、 取 り 込 む こ と が 出 来 る 。 ま た 、 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 連 接 環 状 突 起
部 ２ ２ が 硬 性 鏡 の 連 接 環 状 溝 部 １ ９ に 弾 性 的 に 嵌 め 込 ま れ る の で 、 硬 性 鏡 の 先 端 部 に 確 実
な 保 持 力 を 持 っ て 先 端 キ ャ ッ プ を 装 着 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 第 ４ 実 施 形 態 ）
本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に つ い て 図 １ １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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本 実 施 形 態 で も 先 の 第 ３ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 、 上 記 先 端 部 １ １ の 外 装 チ ュ ー ブ １ ５ の 外
周 部 分 を 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ と し て あ り 、 こ の 先 端 キ ャ ッ プ 取 付 部 １ ６ の 外 周 の 一 部
に は 連 接 環 状 溝 部 １ ９ を 形 成 す る 。 連 接 環 状 溝 部 １ ９ の 山 径 と 谷 径 は そ れ ぞ れ 後 述 す る 先
端 キ ャ ッ プ １ ７ の 連 接 環 状 突 起 部 ２ ２ の 谷 径 と 山 径 と 略 嵌 合 す る 寸 法 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 記 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ は 弾 性 を も っ た 樹 脂 系 の 素 材 、 例 え ば シ リ コ ン ゴ ム な ど で 略 円 筒 状
に 形 成 さ れ て い る 。 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 一 方 の 端 部 に は 硬 性 鏡 の 先 端 部 １ １ が 挿 入 可 能 な
開 口 部 ２ ６ を 有 し 、 他 方 の 端 部 に は 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 内 径 側 に 突 き 出 し た 硬 性 鏡 の 外 装
チ ュ ー ブ １ ５ の 内 径 と 略 同 一 の 開 口 径 を 有 す る 円 周 状 の 鍔 部 ２ ７ を 有 し て い る 。 こ の 鍔 部
２ ７ の 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ 内 部 側 の 面 ２ ８ は 全 周 全 面 に 渡 り 、 硬 性 鏡 の 先 端 部 １ １ に お け る
先 端 面 １ ２ に 略 密 接 す る 形 状 に 形 成 さ れ る 。 上 記 鍔 部 ２ ７ 以 外 の 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 内 周
は 硬 性 鏡 の 外 装 チ ュ ー ブ １ ５ の 外 径 と 略 嵌 合 す る 内 径 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 外 径 は 硬 性 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 １ １ の 外 径 よ り も 大 き な
寸 法 で あ る が 、 硬 性 鏡 に 組 合 わ せ て 使 用 す る 対 象 の ト ラ カ ー ル 内 を 通 過 可 能 な 外 径 に 抑 え
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 実 施 形 態 の 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ を 使 用 す る 場 合 に は ま ず 、 硬 性 鏡 の 挿 入 部 を 患 者 の 体 腔 内
に 挿 入 す る 前 に 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 鍔 部 ２ ７ が 硬 性 鏡 の 先 端 部 １ １ に お け る 先 端 面 １ ２ に
当 接 す る ま で 押 し 込 ん で 取 り 付 け る 。 そ の 際 、 弾 性 材 で 形 成 さ れ た 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ 内 の
連 接 環 状 突 起 部 ２ ２ は 押 し 広 げ ら れ な が ら 硬 性 鏡 の 先 端 部 １ １ の 外 周 に 設 け ら れ た 連 接 環
状 溝 部 １ ９ 内 に 嵌 め 込 ま れ て い く 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ こ で 、 鍔 部 ２ ７ の 開 口 は 硬 性 鏡 の 先 端 部 １ １ の 外 装 チ ュ ー ブ １ ５ の 内 径 よ り 大 き い た め
、 鍔 部 ２ ７ が 観 察 光 学 系 の 視 野 や 照 明 光 学 系 の 照 明 範 囲 を 蹴 る 事 は な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 観 察 視 野 の 下 方 の 対 物 カ バ ー ガ ラ ス 上 に 溜 っ た 水 滴 は 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 鍔 部 ２ ７
に よ っ て 受 け 止 め ら れ 、 こ の 鍔 部 ２ ７ の 内 部 側 の 面 ２ ８ と 硬 性 鏡 の 先 端 面 １ ２ の 密 接 面 の
微 細 な 隙 間 か ら 毛 細 管 現 象 に よ り 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ と 硬 性 鏡 の 外 装 チ ュ ー ブ １ ５ の 隙 間 に
吸 い 上 げ ら れ る こ と に な り 、 対 物 カ バ ー ガ ラ ス 上 に 付 着 し た 水 滴 が 観 察 の 支 障 と な る こ と
は な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 実 施 形 態 の 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ を 使 用 す る 場 合 は 硬 性 鏡 の 挿 入 部 の 外 周 部 に 位 置 決 め 部 を
設 け る 必 要 は 無 く 、 溝 等 を 設 け る だ け で 簡 単 に 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ を 装 着 可 能 で あ る 。 ま た
、 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ の 鍔 部 ２ ７ に よ り 硬 性 鏡 の 先 端 面 １ ２ に 付 着 し た 水 滴 が 誘 導 さ れ る 。
こ の た め 、 吸 水 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ 第 ５ 実 施 形 態 ）
本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に つ い て 図 １ ２ 乃 至 図 １ ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 １ ２ は 患 者 の 体 腔 内 を 観 察 す る た め の 硬 性 内 視 鏡 （ 以 下 、 硬 性 鏡 と 呼 ぶ 。 ） の 体 腔 内 に
挿 入 す る 挿 入 部 ３ １ の 先 端 部 ３ ２ 付 近 の み を 図 示 し た も の で あ る 。 図 １ ２ に お い て 示 す よ
う に 、 先 端 部 ３ ２ の 先 端 面 ３ ３ の 周 縁 部 に は テ ー パ ー 部 ３ ４ が 突 き 出 し て 形 成 さ れ て い る
。 先 端 部 ３ ２ の 先 端 面 ３ ３ は 全 面 が カ バ ー ガ ラ ス ３ ５ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
カ バ ー ガ ラ ス ３ ５ で 覆 わ れ た 先 端 面 ３ ３ に は 対 物 レ ン ズ ３ ６ と 照 明 光 出 射 部 ３ ７ が 設 け ら
れ 、 照 明 光 出 射 部 ３ ７ で 患 者 の 体 腔 内 を 照 明 し 、 そ の 体 腔 内 を 対 物 レ ン ズ ３ ６ に よ り 観 察
可 能 な 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
上 記 テ ー パ ー 部 ３ ４ に お い て 先 端 側 に 位 置 す る 細 い 方 の 部 分 の 外 径 は 後 述 す る 筒 状 の 先 端
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キ ャ ッ プ ４ １ の 内 径 よ り も 小 さ い 。 ま た 、 上 記 テ ー パ ー 部 ３ ４ は こ れ よ り 基 端 側 に 位 置 し
て 上 記 先 端 部 ３ ２ の 外 周 に 細 く 形 成 し た キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ の 外 径 よ り も 太 く 形 成 さ れ て
い る 。 こ の た め 、 上 記 テ ー パ ー 部 ３ ４ は キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ の 先 端 か ら 立 ち 上 が る 段 差 を
形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 １ ２ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ は 挿 入 部 ３ １ の 先 端 部 ３ ２ の 外 周 外 径 よ り も 細
い 外 径 と な る よ う に 形 成 さ れ る 。 キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ の 後 端 は 挿 入 部 ３ １ の 本 来 の 太 さ の
外 径 ま で 立 ち 上 が る 段 差 ４ ４ と な っ て お り 、 こ の 段 差 ４ ４ の 一 部 に は 上 記 先 端 キ ャ ッ プ ４
１ を 位 置 決 め す る た め の 突 出 部 ４ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
上 記 テ ー パ ー 部 ３ ４ の 一 部 に は 上 記 キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ に ま で 到 達 す る よ う に 突 き 抜 け て
切 り 欠 き 形 成 し た 溝 ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 対 物 レ ン ズ ３ ６ と 照 明 光 出 射
部 ３ ７ の 中 心 を 通 る 線 上 で 対 物 レ ン ズ ３ ６ 側 に 位 置 す る 部 位 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 溝 ４
６ の 深 さ は 上 記 キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ の 周 面 に 連 な る 形 状 で あ る こ と が 望 ま し い が 、 キ ャ ッ
プ 取 付 部 ４ ２ の 周 面 に 一 致 し な い 、 そ れ よ り も 浅 い も の 、 或 い は 深 い も の で も よ い 。 そ し
て 、 溝 ４ ６ が 観 察 方 向 の 下 方 向 に 位 置 す る よ う な 場 合 に お い て 、 上 記 カ バ ー ガ ラ ス ３ ５ の
表 面 に 付 着 し た 液 体 を 上 記 溝 ４ ６ を 通 じ て 上 記 キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ の 周 面 に 流 し 込 む よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
一 方 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 上 記 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ は 弾 性 を も っ た 素 材 、 例 え ば バ ネ 用 ス
テ ン レ ス 材 な ど で 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ に は こ れ を 硬 性 鏡 の キ ャ ッ プ
取 付 部 ４ ２ に 取 り 付 け た 場 合 に お い て 上 記 位 置 決 め 用 突 出 部 ４ ５ と 噛 み 合 う こ と で 挿 入 部
３ １ の 先 端 部 ３ ２ の 円 周 方 向 に 対 す る 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ の 周 方 向 の 位 置 決 め す る 位 置 決 め
用 切 欠 き 部 ４ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
上 記 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ に は そ の 全 長 に わ た り 形 成 し た ス リ ッ ト 状 の 切 欠 き 部 ４ ８ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 切 欠 き 部 ４ ８ の 形 状 に つ い て 図 １ ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ ４ は 図 １ ３ に
お い て 示 す 矢 印 Ａ 方 向 か ら 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ を 見 た 状 態 を 示 す 。 上 記 切 欠 き 部 ４ ８ は 図 示
の 如 く 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ の 円 周 上 の 一 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、 図 １ ４ に 示 す 矢 印 ４ ７ 及 び
矢 印 ４ ８ の 方 向 へ 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ を 開 く 力 が 作 用 す る と 、 そ の 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ が 広 が
る よ う に 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ を 切 り 欠 い て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ こ で 、 硬 性 鏡 の キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ に 取 り 付 け る 前 の 自 然 な フ リ ー な 状 態 で の 先 端 キ ャ
ッ プ ４ １ の 内 径 は キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ の 外 径 よ り も わ ず か に 小 さ い 径 と な っ て お り 、 先 端
キ ャ ッ プ ４ １ を キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ に 取 り 付 け た 状 態 で は 前 記 切 欠 き 部 ４ ８ が わ ず か に 開
い た 状 態 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 図 １ ５ に 示 す 矢 印 Ｂ 方 向 か ら み た 図 １ ６ に 示 し た よ う に 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ を キ ャ ッ
プ 取 付 部 ４ ２ に 対 し 取 付 け た 状 態 で は 位 置 決 め 用 突 出 部 ４ ５ と 位 置 決 め 用 切 欠 き 部 ４ ７ は
そ れ ぞ れ 噛 み 合 い 、 硬 性 鏡 の 先 端 部 ３ ２ の テ ー パ ー 部 ３ ４ に 形 成 し た 溝 ４ ６ と 先 端 キ ャ ッ
プ ４ １ の 切 欠 き 部 ４ ８ の 周 方 向 の 位 置 が 一 致 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ を キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ に 取 り 付 け た 状 態 で の 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ の
外 径 Ｌ １ と 硬 性 鏡 の 挿 入 部 外 径 Ｌ ２ と の 関 係 は 図 １ ６ に お い て 破 線 で 示 す よ う に 先 端 キ ャ
ッ プ ４ １ の 外 径 Ｌ １ は 硬 性 鏡 の 挿 入 部 外 径 Ｌ ２ よ り も 僅 か に 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
本 実 施 形 態 の 先 端 キ ャ ッ プ １ ７ を 使 用 す る 場 合 は ま ず 、 硬 性 鏡 を 患 者 も 体 腔 内 に 挿 入 す る
前 に 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ を キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ に 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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こ の と き の 作 用 に つ い て 述 べ る と 、 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ を 保 持 し た 状 態 で 硬 性 鏡 の 先 端 部 ３
２ に あ る テ ー パ ー 部 ３ ４ を 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ の 内 径 部 に 挿 入 し て い く と 、 テ ー パ ー 部 ３ ４
に よ り 弾 性 材 で 形 成 さ れ た 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ の 切 欠 き 部 ４ ８ は 押 し 広 げ ら れ る 。 そ し て 、
位 置 決 め 用 突 出 部 ４ ５ と 位 置 決 め 用 切 欠 き 部 ４ ７ の 位 置 が 合 う よ う に 挿 入 作 業 を 続 け る 。
先 に 述 べ た よ う に キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ の 外 径 は 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ の 内 径 よ り も 大 き い の で
、 切 欠 き 部 ４ ８ は わ ず か に 開 い た 状 態 と な り 、 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ は キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ に
対 し 弾 性 力 に よ り 巻 き 付 く よ う に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 位 置 決 め 用 突 出 部 ４ ５ と 位 置 決 め 用 切 欠 き 部 ４ ７ に よ り 硬 性 鏡 の 先 端 部 ３ ２ に 形 成
さ れ た 溝 ４ ６ と 前 記 切 欠 き 部 ４ ８ の 周 方 向 の 位 置 が 図 １ ６ に 示 す よ う に 一 致 す る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
次 に 患 者 の 体 腔 内 に 硬 性 鏡 の 挿 入 部 ３ １ を 挿 入 し て 観 察 す る こ と に よ り 処 置 を 開 始 す る と
、 電 気 メ ス や 超 音 波 処 置 具 に よ る 飛 沫 が カ バ ー ガ ラ ス ３ ５ に 付 着 す る 場 合 が あ る 。 ま た 、
患 者 の 体 腔 内 は 体 温 に よ り 暖 か く 、 湿 度 も 高 い の で 硬 性 鏡 の 挿 入 部 ３ １ や カ バ ー ガ ラ ス ３
５ の 表 面 に 滴 が 付 着 す る こ と が あ る 。 こ の 状 態 の ま ま 観 察 を 続 行 す る と 重 力 に よ り 挿 入 部
３ １ の 一 番 下 方 の 部 分 、 即 ち 観 察 視 野 の 下 方 に 滴 （ 雫 ） と な っ て 溜 ま る 。 こ の 滴 は 溝 ４ ６
に 流 れ 込 み 、 さ ら に 毛 細 管 現 象 に よ り 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ の 切 欠 き 部 ４ ８ に 吸 い 上 げ ら れ 、
取 り 除 か れ る こ と に な り 、 カ バ ー ガ ラ ス ３ ５ 上 に 付 着 し た 滴 が 観 察 の 支 障 と な る こ と は な
い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
上 述 の 現 象 が 繰 り 返 し 発 生 し 、 滴 を 吸 い 上 げ る こ と が 充 分 に で き な く な っ た 場 合 に は 硬 性
鏡 の 挿 入 部 ３ １ を 患 者 の 体 腔 内 か ら 抜 去 し 、 切 欠 き 部 ４ ８ の 部 分 に 乾 い た ガ ー ゼ な ど 、 液
体 を 吸 収 で き る 物 を 押 し 当 て れ ば 、 そ の 切 欠 き 部 ４ ８ の 内 部 に 溜 ま っ た 液 体 を 吸 い 出 す こ
と が で き る 。
こ の 後 に 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 す れ ば 再 び 滴 を 吸 い 上 げ る こ と に よ り 良 好 な 観 察 視 野 を 得 つ
づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ こ で 、 患 者 の 体 腔 内 か ら 硬 性 鏡 の 挿 入 部 ３ １ を 抜 去 す る 場 合 で も 挿 入 部 外 径 Ｌ ２ は 先 端
キ ャ ッ プ 外 径 Ｌ １ よ り も 大 き い 径 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 ト ロ ッ カ ー の 縁 な ど
と 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ の 端 面 が 干 渉 す る こ と で 挿 入 部 ３ １ の 抜 去 動 作 を 妨 げ た り 、 先 端 キ ャ
ッ プ ４ １ が キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ か ら 脱 落 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
硬 性 鏡 の 使 用 が 終 了 し た ら 、 患 者 の 体 腔 内 か ら 抜 去 し た の ち 切 欠 き 部 ４ ８ を 広 げ る よ う に
し て キ ャ ッ プ 取 付 部 ４ ２ か ら 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ を 取 り 外 し 、 洗 浄 、 滅 菌 し て 収 納 し て お く
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 先 端 キ ャ ッ プ ４ １ の 着 脱 が ワ ン タ ッ チ で 実 施 で き る 上 に 再 使 用 が 可
能 で あ る 。 ま た 、 カ バ ー ガ ラ ス ３ ５ 上 に 雫 が 繰 り 返 し 発 生 し 、 滴 を 吸 い 取 り き れ な く な っ
た 場 合 で も 患 者 の 体 腔 内 か ら 抜 去 し て ガ ー ゼ な ど の 液 体 を 吸 収 で き る も の を 押 し 当 て れ ば
直 ぐ に 機 能 を 回 復 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 例 え ば ト ラ カ ー ル 外 套 管 と の 隙 間 が 小 さ く な っ て 気
腹 用 の ガ ス の 通 り を 悪 く し た り す る こ と な く 、 内 視 鏡 の 先 端 面 に 付 い て 溜 ま っ た 液 体 の 滴
を 取 り 除 き 、 内 視 鏡 手 術 を 円 滑 に 進 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 の 側 面 図 で あ
る 。
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【 図 ３ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 先 端 キ ャ ッ プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 に 先 端 キ ャ ッ
プ を 取 り 付 け た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 先 端 キ ャ ッ プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に 先 端 キ ャ ッ プ を 取 り 付 け た 先 端 部 の
側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 先 端 キ ャ ッ プ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に 先 端 キ ャ ッ プ を 取 り 付 け た 先 端 部
の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に 先 端 キ ャ ッ プ を 取 り 付 け た 先 端 部 の 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 先 端 キ ャ ッ プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 の 先 端 キ ャ ッ プ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に 先 端 キ ャ ッ プ を 取 り 付 け た 先 端 部
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 同 じ く 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 に 先 端 キ ャ ッ プ を 取 り 付 け た 先 端 部
を 図 １ ５ に 示 す 矢 印 Ｂ 方 向 か ら み た 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 先 端 部
２ … 先 端 面
３ … 対 物 カ バ ー ガ ラ ス
４ … 照 明 光 出 射 部
６ … 滴
７ … 先 端 キ ャ ッ プ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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要解决的问题：清除内窥镜远端表面上积聚的液滴，而不会导致与套管
针外管的间隙变窄并且不影响气体吹入。 发明内容本发明的目的是提供
一种具有能够平稳地进行内窥镜手术的远端盖的内窥镜。 本发明是一种
内窥镜，在该内窥镜中，在内窥镜的前端面附近可装卸地设置有由具有
吸液/保持功能的材料形成的前端盖7。 [选择图]图4
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